
人生というゲーム

栗田 和幸

講演を拝聴して

寸田 敬介

「 」 「 」

サッカーと共にサッカーと共に
いつも明日を夢見ていつも明日を夢見て
　さる1月13日（日)、新年初の例会となる「新春OJBスクー
ル」が開かれました。オープン形式の同例会には講師にサ
ッカー解説者の松木安太郎先生を迎え、地元サッカー少年
団等、多数の一般聴講者を集めた催しとなりました。

～講演を聞いて～

子どもたちの質問に答える松木先生

一般聴講者に対してOJBの活動方針を説く渡部会長
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｢人生というゲームの中で」
サッカー解説者　松木 安太郎先生
平成20年1月13日（日）
大垣フォーラムホテル
会員47名　特別会員13名　同伴者9名
一般聴講者262名（うち子供64名）
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　今回、松木安太郎先生の講演を
聴講するのを楽しみにしていまし
た。なぜなら私も中学生時代3年
間、東中サッカー部に所属しグ
ランドを駈けずり回っていたから
です。松木先生の講演を聞きなが
ら、私が入部した動機は何だっ
たのだろうと思い起こすと？「そ
う言えば小学校時代、柔道少年
団に4年間入部した動機は確かテ
レビで放送していた柔道一直線の影響だった」ん～漫画
少年ジャンプのキャプテン翼だったか？動機は何であれ、
一人でも遣りたい物に向かって行った事を思い出しました。
松木先生の御話にもあった、「何事に対しても前向きな
気持ち」「常に目標を持ちつづける事」あの頃は、私も
そんなモチベーションを持っていたような気がします。
果たして今の私には、あの頃の様な常に前向きな気持ち
が有るだろうか？と思い直してしまいました。
　また印象的だった言葉は「技術力より精神力の重要性」
です、「絶対に勝つんだ！と言う強い精神力をチーム全
員が持たないと勝てない」まさに会社経営も同じだと思
いました。　今回松木先生の講演で元気をいただきました、
ありがとう御座いました。

　サッカーのTV中継で解説されて
いるイメージと変わらずにとても
熱く、それでいて爽やかな新春に
ふさわしいご講演で、最後まで楽
しく拝聴させて頂きました。松木
先生の解説は独特で、自宅にいて
もいつのまにか自分もスタジアム
にいるかのような一体感（興奮）
を感じることができます。今回直
接お話を聞かせていただいたこと
で、今後の試合中継がよりいっそう楽しみになりまし
た。 
　今回特に印象に残ったことは、「なにかの目標（理
由）がないと人は動くことができない」というお話で、
私たち経営者にとっても非常に大事なことだと感じま
した。
　モチベーションの向上はいつのまにか継続を生み、
チャンスに繋がる。そんな経営を私も目指していきた
いと感じました。実況中継でサポーター以上に熱くな
る解説者は他にいません。ある意味試合よりも見応え
のある実況を今後も期待しつつ、［継続すること］を
目標にして自らの仕事にあたりたいと思います。



新春OJBスクール 懇親会を開催
　新春OJBスクール講演終了後は恒例の懇親会が開かれました。特別会員ならびに会員のパートナーも多
数出席いただき、終始和やかな雰囲気の中で2008年の門出を祝しました。

平成20年1月13日（日）
大垣フォーラムホテル
会員46名
特別会員10名
同伴者9名

…
…
…

◎と　き
◎ところ
◎出席者

大垣青年重役会の活動を家族に理解してもらえる絶好の機会となりました

土屋顧問からは、「学び、遊びとメリハ
リをつけながら今年一年頑張ってもらい
たいと激励の言葉をいただきました

小林特別会員による乾杯の発声により、
懇親会は幕を開けました

「特別会員の出席を今後はさらに伸ばし
ていきたい」と閉めの挨拶をする三輪副
会長

新春
OJBスクール

第42年度

2008年最初の講演が無事に終わり、ホッとした表情で挨拶す
る渡部会長。松木先生の講演から「モチベーションを持つこ
と」の大切さを再認識し、これからの会社経営にも生かして
いこうではないかと問いかけました

｢モチベーションの大切さを改めて感じ、
私たちの会社経営にも活かしていきたい」

　　　　　　　　渡部会長
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今 月 の ト ピ ッ ク ス
活 動
報 告

Activity report



テーブルに並ぶ色とりど
りの品を前に悩むのも楽
しみのひとつ

ゲームタイムに突入。佐
竹親睦委員長が司会を担
当し、軽やかなトークを
披露

ノリのいい音楽とともに
女装した役員が登場する
と会場は大いに沸きまし
た

女装メンバーからは、バ
ラの花と抱擁がプレゼン
トされました

○×クイズでは粋な演出
で回答をお知らせ

○×クイズの参加者
にちなんだ難問題に
悪戦苦闘

ビンゴゲームでは渡
部会長の奥様にも参
加いただきました

あともう少しでビン
ゴ。歓声とため息が
交差していました

見事ビンゴ！賞品と
なった松木先生のサ
イン色紙を手にする
栗田特別会員

佐竹親睦委員長、栗
田特別会員、栗田広
報副委員長によるOJB
伝統の「お見事コー
ル」

懇親会を盛り上げた『お色気メンバーズ??』に土屋顧問、渡部会長が混じって記念撮影。普段はなかなか見ることのない
貴重なショットとなりました

ひ と コ マ

～華やか、賑やか、笑顔を感じる瞬間を切り取りました～

懇親会スナップ集
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1 月 ド ネ ー シ ョ ン

●高橋 克弥特別会員
　1月8日、賑済寺カントリークラブに　
　て、ホールインワンをしてしまいまし
　た。
　平成9年に続き人生2度目の快挙です。

●渡部 弘幸会員・寺倉 毅会員
　第42年度新春OJBスクールを盛大に終
　える事ができました。
　誠にありがとうございました。

●吉位 栄七　会員　
 OJBスクール懇親会の○×クイズ大会  
　で、おいしい賞品をいただきました。
　ありがとうございます。

お し
I N F O R M A T I O Nら せ

Information

委 員 会 活 動

（4）

●土屋顧問を囲む会
とき……2月7日（木）　18:30～20:30
集合……18:00（現地）
　　　　17:20（東外側駐車場）
ところ…末廣　　
　　　　関ヶ原町603-4　
　　　　TEL（0584）43-0011
趣旨……土屋顧問との懇親を深める
会費……15,000円

●第４回研修委員会
とき……2月21日（木）　19:00～21:00
ところ…大垣市武道館 ３階第１会議室
　　　　大垣市米野町2-1-1　
　　　　TEL （0584）88-2550
講師……米田昌弘会員
テーマ…「使えるITとコミュニケーション」
　　　　現会員の米田昌弘会員に独立までの経緯や現在
　　　　のIT企業のトレンド、上場に向けての四方山話
　　　　をお聞きします。
会費……500円

●家族親睦ボーリング大会
とき……2月24日（日）　15:00受付　15:20～開会式
ところ…大垣フォーラムホテル内
　　　　大垣ボーリングセンター
　　　　大垣市万石2-31　TEL （0584）81-4177
　　　　めしや（表彰式）　TEL （0584）93-7366

会費……会員　　4,000円
　　　　奥様　　2,500円
　　　　お子様　2,500円（お子様定食の方）
　　　　　　　　1,500円（キッズメニューの方）
※ボーリング大会の表彰式は「めしや」で開催。食事
をとりながら会員・会員家族の親睦を深めます。　　
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0 J B 会員の横顔

スナフキン
平野 宏司

子どもの行事参加
杉野 真規　

“最近ハマっているもの”“気になる出来事”などなど
会員の『興味津々』を紹介してきます。

　長男（4歳）が保育園
に通うようになってから、
たびたび保育園の行事と
いうものがあります。親
として行事に参加すると
きは、なかなか照れくさ
い感じもしますが、私自
体まんざらでもなく楽し
みにしています。去年の
9月頃に、運動会があっ
たのですが、運動会の前日に長男とお風呂に入っていると
きに、かけっこで一番になると約束し、当日を迎えました。
私が保育園に到着して思ったのが、自分も幼いころお世話
になった保育園ですが自分のころよりだいぶ園児の数が
少なく思えました。やはり今は少子化で高齢化の時代で
あまり実感することがなかったのですが、今の現実を痛
感しました。それとは逆に保育園では子供たちがギャー
ギャー騒ぎながら元気に「そんなのかんけーねー」と流
行のギャグをやっているのを見て子供のパワーに圧倒され
ました。結局、かけっこで家の子は5人中3位でしたが子
供が一生懸命やっていたので満足です。出来る限り子供の
行事には参加してやりたいと思いました。 

　冬の来る前に南へ旅立ち、
春の訪れとともにムーミン
谷に戻ってくるスナフキン。
あれだけ旅に出ていればさ
ぞかし荷物も多いはずですが、
実際には楽器(TVアニメ版で
はギター)以外、持ち物らし
いものはありません。これ
には彼のおばさんの経験が
関係しているとか。
　ある日、おばさんは誤っ

て大きな骨を飲み込み、医者は余命少なしと宣告。彼女はハーモニカ
をスナフキンに渡した他、持ち物をすべて手放し覚悟を決めますが、
その後ポロッと骨が取れてしまいました。守るものが何も無くなった
彼女。自由な身で旅に出かけたそうです。
　経営者がすべてを捨てて外に飛び出すのは問題ですが、今年度スロ
ーガンの「根」と「翼」になぞらえると、我々は一度翼を広げる毎に
一本根っこを切り取らないといけないのかも知れません。ただそれは、
より安定した太めの根にその役割を預ける、という意味において。翼
で手に入れたものを頼りに、さらに根を太くしていく。その繰り返し
は、ちゃんとムーミン谷に戻ってくるスナフキンに似ていなくもあり
ません。
　春の訪れとともに戻ってくるスナフキン。今年度のスローガンに感
銘を受けた僕の心にも、立ち寄ってくれるような気がしています。


